
ゆたかっ子
学校だより１月号

(令和７年１月８日発行）
発行責任者

豊見城市立ゆたか小学校
校長 上 原 義 仁

ゆめに向かって たくましく かしこく生きる ゆたかっ子

あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願い致します。
今年の干支は「乙巳（きのと・み）」です。年始にあたり、毎年干支（えと）について調べ、書かせ

ていただいていますが、今年も調べたことを書いてみます。
その前に、干支について再確認したいと思います。
日本では、干支というと「十二支（じゅうにし）」を思い浮かべる方が多いと思いますが、本来は10

種類の「十干（じっかん）」と、12種類の「十二支」を組み合わせたものを干支と言い、合計60種類の
干支が存在するそうです。
今年2025年の干支「乙巳（きのと・み）」は、十干が「乙（きのと）」、十二支が「巳（み）」だと

言うことです
さて、「乙巳」に込められた意味ですが・・・
「乙」は周囲との調和を保ちながら自身の目標に向かって進んでいく力を表し、「巳」はたくましい

生命力があり、医療、再生のシンボルともされているそうです。
この組み合わせは、これまでの努力や準備が実を結び始める時期を示しており、多くの人にとって成

長と結実の時期となる可能性が高いとのことです。ただ、成長の速度は人それぞれであるため、すぐに
結果が出なくても、焦らず粘り強く取り組むことで着実に前進し、最終的には望む結果に近づくことが
できるとのことです。
今年も「ゆめに向かって たくましく かしこく生きる ゆたかっ子の育成」に向けて、職員一同一生懸

命取り組みます。

12月３日（火） 豊見城市社会福祉協議会の会長
さんに来校していただき、６年生の思いやり委員会
が中心になって取り組んだ募金の贈呈式を行いまし
た。一人ひとりの児童がお小遣いなどから募金して
くれた金額は５万円を超えました。このような活動
が評価され、社会福祉協議会の皆様からは、感謝状
をいただきました。

赤い羽根共同募金贈呈式

※上記は、私が調べた範囲で書いています。言葉足らず等
ありましたら、ご容赦ください。

12月20日（火）火災を想定した避難訓練を行いま
した。子どもたちは、放送が始まると注意深く放送
の内容を聞いていました。また、ハンカチ等で鼻と
口を軽く押さえて姿勢を低くすることで煙を吸わな
いようにと注意していました。放送を聞き、できる
だけ煙を吸わないようにすることが命を守ることに
繋がるので、正しい行動ができていたと思います。

避難訓練（火災発生を想定）



カラー版を学校ホームページに掲載しています。（個人情報保護のため、一部加工しています。）

学校ホームページまたはこちらよりどうぞ→

第４期のテーマは、「成長・
感謝」です。
保護者の皆様も、この一年で

子どもたちが成長したこと、で
きるようになったことを自覚で
きる機会を設け、子どもたちに
自信を持たせていただければと
思います。
また、１年間お世話になった

方々等へ感謝の気持ちを持たせ
ていただければと思います。

授業参観（学習発表型授業参観）

12月15日（日）、学習の発表を目的とした授業参観を行いました。
本校では、「児童が主語の学校」をめざしています。
昨年度までこの時期に行っていた「学習発表会」でも、可能な限り児童の主体性や児童が考える機会を

大切にしたいと取り組んできましたが、100名以上の児童がまとめなければならない以上どうしても先生方
が中心となって指導せざるを得ませんでした。
そこで、先生方の指導や支援を受けながらも児童一人ひとりが主体となって学び、練習し発表する「発

表型授業参観」に変更しました。子どもたちは、発表の内容を決めるところからはじまり、シナリオの作
成、練習、当日の発表まで、仲間同士で話し合って進めていました。
初めての取り組みのため、いくつかの課題もありましたが、今回の反省を次年度の取り組みに活かして

いきたいと考えています。

※ １２月の児童の活躍状況は、次回発行の学校だより（来週発行予定）で報告いたします。
ご了承ください。
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